
第1節 薬物及び毒物に係る検査の活用

1　地方公共団体に対する死因究明等に係る専門的機能を有する体制整備への協力
【施策番号57】（再掲）

P24【施策番号 24】参照

2　�死因究明に関し中核的な役割を果たす医療機関、大学等の施設・設備を整備する
費用の支援

【施策番号58】（再掲）

P49【施策番号 54】参照

3　異状死死因究明支援事業による解剖・検査に必要な費用の支援
【施策番号59】（再掲）

P44【施策番号 48】参照

4　死因究明に係る薬毒物検査における標準品の整備の必要性等に関する検討
【施策番号60】

厚生労働省においては、各地域において必要な死因究明等が円滑に実施され、その結果
が公衆衛生の向上・増進等に活用される体制の構築を推進するため、令和 4年度から、死
因究明拠点整備モデル事業（薬毒物検査拠点モデル事業）を実施している。
薬毒物検査拠点モデル事業は、大学の法医学教室や検案する医師等が連携し、公衆衛生

の観点から薬毒物検査を実施するための拠点を試行的に構築し、運用する事業である。
令和 4年度は 1大学で同モデル事業を実施しているところ、引き続き、同事業を推進し、

その成果や課題を踏まえつつ、薬毒物検査における標準品の必要性等を含め、必要な死因
究明等の体制の整備について検討を進めることとしている。

第6章 死因究明のための死体の科学調査の活用
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資6-1-4　  死因究明拠点整備モデル事業（薬毒物検査拠点モデル事業）のイメージ

＜拠点に求められる要件＞
○専門知識を有する教員がいる
（モデル事業予算で配置も可能）
○基本的な分析装置・データベースが
整備されている
※モデル事業予算での整備は不可

○薬毒物検査の実績を有している

【法医学教室】

⑤検査結果のフィードバック
・検出された薬物など結果を検案医にフィードバック。

近隣県の検案医

具体的なスキームのイメージ

【遺族】

【検案医】

①検案医から遺族への承諾確認、モデル事業への協力依頼
・事件性のない死体について全数調査を実施
・侵襲性のある検査については遺族の同意が必要

※協力依頼や承諾確認は警察が行わないこと。
 ※また、関係者との連携により別の者が実施することも可能 

④検案書の発行

※あくまでイメージ。実際の運用は地域の状況に応じて構築。

特定の薬物・化合物について
全国的な検査の受け入れ・可能な範囲で取組。

・連携が可能であれば
①～④を同様に実施

・可能な範囲で取組。
・分析可能な機関が全国的に当該拠点
のみの場合など特定の薬物・化合物
の分析に強みがある場合などが想定
される

②検体を採取
・検案医が検体を採取して

所属医療機関へ持ち帰る

医療機関

③検体を郵送
・法医学教室へ郵送
・梱包方法など事前に配送業者と調整。

集荷を依頼することも考えられる。

（
別
紙
２
）

※梱包方法や必要な手続きなど事前に
配送業者に確認の上、適切に取り扱うこと。

※関係者との連携により別の
者が実施することも可能

出典：厚生労働省資料による

5　�必要な薬毒物定性検査を迅速かつ的確に実施するための科学捜査研究所の体制整備等
【施策番号61】（再掲）

P33【施策番号 31】参照

6　警察における必要な定性検査の確実な実施
【施策番号62】

警察が死体の取扱いに際して実施する薬毒物検査には、死体取扱現場で行われる簡易検
査と科学捜査研究所等で行われる本格的な定性検査がある。警察においては、死体取扱現
場において、薬物及び毒物を検知することができる簡易薬毒物検査キットを用いた予試験
を徹底することや、複数の簡易薬毒物検査キットを活用するなど薬毒物検査の充実を図る
とともに、必要があると認めるときは、科学捜査研究所等において、分析機器による本格
的な定性検査を実施している。
令和 4年中に警察が取り扱った死体 19 万 6,103 体のうち、死因・身元調査法第 5条の

規定に基づく薬毒物検査が行われたものは 18 万 4,429 体（94.0％）であり、科学捜査研究
所等において分析機器による検査が行われたものは 8,611 体（4.4％）であった。
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資6-1-6 科学捜査研究所等における分析機器による薬毒物検査実施体数・実施率の推移

平成30年 令和元年 令和２年 令和３年 令和４年
死体取扱数 170,174 167,808 169,496 173,220 196,103

うち薬毒物定性検査実施体数（※） 12,182 10,473 9,669 9,478 8,611
実施率 7.2% 6.2% 5.7% 5.5% 4.4%

※　死因・身元調査法第５条の規定に基づき、科学捜査研究所等において分析機器により実施したものに限る。

出典：警察庁資料による

7　�死因・身元調査法に基づく検査の適切な実施を推進するための都道府県警察と�
都道府県医師会、法医学教室等との連携強化等

【施策番号63】（再掲）

P34【施策番号 32】参照

8　海上保安庁における必要な定性検査の確実な実施
【施策番号64】

海上保安庁においては、死体の取扱いに際して、死体から採取した体液又は尿中の薬毒
物の有無を確認するため、簡易検査キットを用いた薬毒物検査を積極的に実施しているほ
か、必要があると認めるときは、都道府県警察又は大学の法医学教室に嘱託し、薬毒物に
係る定性検査を実施している。
令和 4年中に海上保安庁が取り扱った死体 355 体のうち、死因・身元調査法第 5条の規

定に基づき薬毒物検査が行われたものは 45 体（12.7％）であり、このうち、都道府県警
察又は大学の法医学教室に嘱託して、分析機器による検査が行われたものはなかった。

資6-1-8 海上保安庁における薬毒物検査実施体数・実施率の推移

令和元年 令和２年 令和３年 令和４年
死体取扱数 331 312 276 355

うち薬毒物検査実施体数（※） 59 54 53 45
実施率 17.8% 17.3% 19.2% 12.7%

※　死因・身元調査法第 5条の規定に基づき実施したものに限る。
出典：海上保安庁資料による
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9　�死因究明等の実施体制の充実に係る取組に対する大学施設等の活用等を通じた�
協力の要請

【施策番号65】（再掲）

P48【施策番号 52】参照
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第2節 死亡時画像診断の活用

1　地方公共団体に対する死因究明等に係る専門的機能を有する体制整備への協力
【施策番号66】（再掲）

P24【施策番号 24】参照

2　�死因究明に関し中核的な役割を果たす医療機関、大学等の施設・設備を整備する
費用の支援

【施策番号67】（再掲）

P49【施策番号 54】参照

3　異状死死因究明支援事業による解剖・検査に必要な費用の支援
【施策番号68】（再掲）

P44【施策番号 48】参照

4　死亡時画像診断に関する研修会の充実
【施策番号69】（再掲）

P6【施策番号 7】参照

5　小児死亡例に対する死亡時画像診断の情報の収集・分析等
【施策番号70】（再掲）

P7【施策番号 8】参照

6　�死因・身元調査法に基づく検査の適切な実施を推進するための都道府県警察と�
都道府県医師会、法医学教室等との連携強化等

【施策番号71】（再掲）

P34【施策番号 32】参照

60 死因究明等推進白書  2023 令和4年度  政府が講じた死因究明等に関する施策



7　死亡時画像診断の実施に協力を得られた病院との協力関係の強化・構築
【施策番号72】（再掲）

P34【施策番号 33】参照

8　�死因究明等の実施体制の充実に係る取組に対する大学施設等の活用等を通じた�
協力の要請

【施策番号73】（再掲）

P48【施策番号 52】参照
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T O P I C S

7 死因究明拠点整備モデル事業（薬毒物検査拠点モデル事業）による取組

　厚生労働省では、薬毒物検査に取り組む都道府県、検案する医師、その他関係者等と連携・協
力の上、大学法医学教室内に薬毒物検査拠点を設置し、検案する医師から検査依頼のあった検体
（警察等が取り扱った死体であって、刑事訴訟法及び死因・身元調査法に基づく解剖・検査等が
行われなかった死体から採取したもの）を対象に薬毒物検査を行う「薬毒物検査拠点モデル」を
形成し、地域において公衆衛生の向上のため、解剖・検査等が適切に実施され、それが好事例と
して全国展開していくことを目的とした死因究明拠点整備モデル事業（薬毒物検査拠点モデル事
業）を令和4年度から実施している。
　令和4年度に薬毒物検査拠点モデル事業の実施主体となった香川大学では、近隣県に所在の川
崎医科大学及び岡山大学と相互連携体制（以下「コンソーシアム」という。）を構築し、検案す
る医師から依頼される検体について、各大学が得意とする分野の薬毒物分析を分担し、多様な薬
毒物検査の実施を可能とした。加えて、当該検案する医師へ速やかに検査結果をフィードバック
し、当該結果も参考に検案する医師が死因を確定することを可能とすることで、地域内の死因究
明の精度向上を目指した。
　本モデル事業は、死体の外表から得られる情報等だけではなく、コンソーシアムを形成し各大
学の得意とする薬毒物検査（分析）結果も参考に死因を確定できるようになるなど、地域におけ
る検案する医師の心理的負担の軽減につながった等の効果ある取組であった。

出典：香川大学資料による

死因究明拠点整備モデル事業(薬毒物検査拠点モデル事業)実施の流れ

⑦⑦ 事事業業参参加加
    委委嘱嘱

⑭⑭ 検検査査結結果果フフィィーードドババッックク
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